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はしがき

TPN(totat parenteraInutrition)施行時のBT(bacterialtranslocation)と腸管
粘液暮との関係を検附し､腸管粘液分泌促進によるBTの抑制効果を明らかにすること

が本研究の目的である｡よ体的な研究のステップは､1)新しいBTの評価法として鼠

チフス函回腸ループ内投与モデルを開発し実用化すること､2)画像解析装置を用いて

腸管粘液の定1測定を検肘すること､3)TPN施行時のBTを風チフス蘭回腸ループ内

投与モデルを用いて評価し定暮測定した粘液tとの関係を腸管粘液暮との関係を検討す

ること､4)腸管粘液分泌の促進によりBTが抑制されるかどうかを検附すること､の

4段階から構成されている｡
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